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寒
い
季
節
、
室
内
で
過
ご
す
時

間
が
自
然
と
長
く
な
り
、
テ
レ

ビ
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・
ゲ
ー
ム

機
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
を
使
用
す
る

時
間
が
増
え
、
目
が
疲
れ
て
い
ま

せ
ん
か
？
今
月
は
子
ど
も
の
視
力

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

近
年
の
視
力
低
下
に
つ
い
て

　
平
成
27
年
度
学
校
保
健
統
計
に

よ
る
と
裸
眼
視
力
が
1.0
未
満
の
人

は
高
等
学
校
・
中
学
校
・
小
学
校

と
も
に
増
加
傾
向
に
あ
り
、
小
学

校
で
は
過
去
最
高
と
い
う
結
果
が

公
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
下
の
グ
ラ
フ
か
ら
は
進
級
す
る

に
つ
れ
て
裸
眼
視
力
1.0
未
満
の
割

合
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。
ま
た
今
か
ら
30
年
前
の

子
ど
も
達
（
今
の
父
母
世
代
）
と

比
較
し
て
も
大
幅
に
増
加
し
て
い

る
こ
と
も
分
か
り
ま
す
。

　
要
因
に
は
遺
伝
的
な
も
の
や
、

疾
患
に
よ
る
視
力
低
下
な
ど
、
重

な
っ
て
影
響
す
る
場
合
が
考
え
ら

れ
ま
す
が
、
テ
レ
ビ
・
ゲ
ー
ム
機

な
ど
の
長
時
間
利
用
に
よ
り
、
近

く
を
見
る
時
間
が
大
幅
に
増
え
、

目
の
ピ
ン
ト
調
節
を
す
る
筋
力
に

負
担
が
か
か
り
視
力
低
下
が
生
じ

て
い
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

目
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
か

けん
こうけん
こう
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広
報
「
く
ま
の
」
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
お
宅
に
広
報
が
届
く
ま
で
の
期
間
を
考
慮
し
て
、
お
お
む
ね
発
行
月
の
11
日
以
降
か
ら
翌
月
10
日
ま
で
の
行
事
の
お
知
ら
せ
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
達
だ
け
で
は
な
く
、
全
世

代
で
気
を
つ
け
た
い
こ
と
で
す
。

　
広
報
く
ま
の
で
は
皆
さ
ん
か
ら
の
俳
句
を
大
募
集
し
て
い
ま
す
。

初
心
者
歓
迎
。
ど
な
た
で
も
ど
う
ぞ
（
１
人
２
作
品
ま
で
）。
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
連
絡
先
を
記
載
の
う
え
、
１
月
20
日
㈮
ま
で
に
商
工

観
光
課
必
着
で
お
願
い
し
ま
す
。
応
募
方
法
は
不
問
。
Ｅ
メ
ー
ル
の

タ
イ
ト
ル
は
「
短
歌
俳
句
係
」。
な
お
、
俳
句
の
応
募
作
品
に
つ
い

て
添
削
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
82
円
切
手
を
同
封
も
し
く
は
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
メ
ー
ル
（
パ
ソ
コ
ン
メ
ー
ル
の
み
）
で
の

応
募
の
人
は
、
タ
イ
ト
ル
に
「
添
削
希
望
」
を
追
記
し
て
く
だ
さ
い
。

添
削
原
稿
を
返
送
し
ま
す
。

　
今
回
募
集
の
俳
句
は
広
報
く
ま
の
３
月
号
に
掲
載
予
定
で
す
。

・

〒
731
‐
４
２
９
２
　
熊
野
町
中
溝
一
丁
目
１
番
１
号
　
商
工
観

光
課
（kanko@

tow
n.kum

ano.hiroshim
a.jp

）

820
‐
５
６
０
２

く
ま
の
俳
壇
広
島
俳
句
協
会
会
長

　木

　村

　里
風
子

　選

入
選
作
品

せ
せ
ら
ぎ
を
目
を
閉
じ
て
聞
く
小
春
か
な 

南
　
村
　
マ
サ
子

茶
の
花
や
子
供
の
声
の
遠
ざ
か
る 

中
　
川
　
佳
代
子

奥
ま
り
て
石
の
間
に
石
蕗
の
花 

友
　
岡
　
厚
　
子

錦
秋
の
古
き
宿
の
湯
浴
み
に
け
り 

林
　
世
　
紀
　
雄

菊
薫
る
や
す
ら
ぎ
の
里
筆
工
房 

住
　
𠮷
　
孝
　
子

満
開
の
小
菊
携
へ
墓
参
か
な 

浜
　
岡
　
麻
　
美

大
浴
場
窓
の
露
拭
き
も
み
ぢ
狩
り
　 

新
　
田
　
竹
　
美

霜
除
け
の
ビ
ニ
ー
ル
張
り
て
十
一
月 

中
　
村
　
竜
　
哉

入
れ
か
は
り
朝
に
鳥
来
る
花
み
ず
き 

俵
　
千
　
恵
　
子

墨
の
香
の
匂
ふ
小
部
屋
に
初
春
の
書 

大
　
杉
　
徳
　
子

―
俳
句
を
大
募
集 

―

目
に
優
し
い
生
活
を
考
え
よ
う

①
目
と
画
面
の
距
離
を
と
ろ
う

　
パ
ソ
コ
ン
の
モ
ニ
タ
で
は
50
㎝

良
寛
の
ひ
ら
か
な
真
似
る
夜
長
か
な 

進

　藤

　聿

　美

【
講
評
】

　
習
字
好
き
な
人
が
ひ
ら
か
な
を
書
く
だ
け
だ
と
平
凡
、
良
寛
の

ひ
ら
か
な
だ
か
ら
意
義
が
あ
る
。

　
書
、
漢
詩
、
和
歌
に
す
ぐ
れ
た
良
寛
で
あ
る
。

今
月
の
俳
壇
賞

今
月
の
俳
壇
賞

今
月
の
俳
壇
賞

以
上
、
テ
レ
ビ
画
面
は
２
〜
３
ｍ

の
距
離
が
理
想
で
す
。

②
テ
レ
ビ
や
ゲ
ー
ム
な
ど
は
時
間

を
決
め
よ
う

　
パ
ソ
コ
ン
作
業
は
１
時
間
に
１

回
、
10
分
程
度
の
休
憩
、
ゲ
ー
ム

は
30
分
以
上
続
け
た
ら
５
分
間
は

遠
く
を
眺
め
る
な
ど
目
を
休
ま
せ

る
必
要
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
集
中
す
る
と
時
間
を
忘
れ
て

し
ま
い
が
ち
で
す
。
事
前
に
『
〇

時
に
休
憩
を
す
る
』
な
ど
決
め
て

お
く
の
も
良
い
で
し
ょ
う
。

③
睡
眠
で
目
を
休
め
よ
う

　
睡
眠
不
足
は
目
に
は
も
ち
ろ
ん
、

脳
や
身
体
全
体
に
も
負
担
を
か
け
ま

す
。
日
中
の
疲
れ
を
と
る
た
め
に
も

し
っ
か
り
睡
眠
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

④
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
よ
う

　
視
力
維
持
や
疲
れ
目
に
良
い
食

材
と
し
て
か
ぼ
ち
ゃ
・
に
ん
じ

ん
・
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
・
り
ん
ご
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
バ
ラ
ン
ス
よ
い

食
事
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

『
０
の
日
運
動
』
の
す
す
め

　
熊
野
町
で
は
、
０
の
つ
く
日

（
10
、
20
、
30
日
）
は
、
テ
レ
ビ
、

ゲ
ー
ム
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
控
え
、

家
族
の
絆
を
深
め
る
た
め
の
「
０
の

日
運
動
」
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
目
に
優
し
い
生
活

に
つ
い
て
我
が
家
な
り
の
工
夫
や
過

ご
し
方
を
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

（
子
育
て
・
健
康
推
進
課
）

　
社
会
の
高
齢
化
や
医
療
技
術
の

進
歩
、
生
活
習
慣
病
な
ど
の
慢
性

疾
患
の
増
加
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

理
由
で
医
療
費
は
増
え
続
け
て
い

ま
す
。
医
療
費
の
節
約
の
た
め
に
、

お
医
者
さ
ん
の
か
か
り
方
を
見
直

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

お
医
者
さ
ん
へ
の

か
か
り
方
を
見
直
し
ま
し
ょ
う

気
に
な
る
こ
と
は

　し
っ
か
り
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　
「
診
断
が
不
安
」
、
「
症
状
が

よ
く
な
ら
な
く
て
気
に
な
っ
て
し

ま
う
」
、
そ
ん
な
と
き
に
は
、
お

医
者
さ
ん
を
変
え
る
よ
り
、
気
に

な
る
こ
と
を
し
っ
か
り
聞
い
て
納

得
が
い
く
治
療
を
受
け
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
同
じ
病
気
で
む
や
み

に
複
数
の
医
療
機
関
に
か
か
る
こ

と
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

住
民
課
保
険
年
金
グ
ル
ー
プ

820
‐
５
６
０
４

薬
を
も
ら
い
す
ぎ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　
「
薬
を
た
く
さ
ん
も
ら
わ
な
い

と
不
安
」
と
い
う
人
が
い
ま
す
が
、

薬
は
正
し
く
服
用
し
な
け
れ
ば
効

果
が
得
ら
れ
な
い
ば
か
り
か
、
症

状
が
悪
化
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

お
医
者
さ
ん
の
診
断
と
処
方
を
信

頼
し
て
く
だ
さ
い
。

当　番　医
１月 15日㈰児玉クリニック 855-4700 １月 29日㈰大 瀬 戸 内 科 854-8585
1 月 22日㈰藤田小児科医院 854-0707 ２月 ５日㈰倉 田 医 院 854-7050

☆電話番号、特に局番をよくお確かめのうえ、おかけください。
☆急な当番医の変更があった場合は、記載と異なることがありますのでご了承ください。

行　事 実施日 場　所 時　間 内　容

すくすくクラブ
（ 育 児 相 談 ）

11日（水） 中央ふれあい館 13:30～15:00 体重・身長測定、保健師などによる母乳やミルク、離乳食、
幼児食の相談、産後の体調の相談、育児相談、発達相談な
ど。友達づくりに気軽にご利用ください（予約不要）。
２カ月頃～未就学の乳幼児とその保護者

持母子健康手帳

17日（火） 町民会館
10:00～11:30

24日（火） 西部地域健康センター
２月３日（金）東部地域健康センター

13:30～15:00
２月８日（水） 中央ふれあい館

母 親 学 級
12日（木）

西部地域健康センター
（受付時間）
９:45～10:00
（実施時間）
10:00～11:45

【歯・運動編】妊娠中の歯のケア・子どものむし
歯予防・マタニティーストレッチ（予約不要）
妊婦（妊娠週数に関係なく参加できます）

持母子健康手帳、普段使用の歯ブラシ、動き
やすい服装でお越しください。

２月７日（火） 【栄養編】体重のお話、妊娠中から産後の食事、おす
すめメニューの試食（予約不要）持母子健康手帳

健 康 相 談

12日（木） 町民体育館
13:30～15:00

生活習慣病予防・妊婦などの相談に保健師・
栄養士が個別に応じます。血圧測定・検尿を
行います。健康手帳・健診の結果をお持ちの
人は持参ください（予約不要）。

18日（水） 西部地域健康センター
23日（月） 東部地域健康センター
２月１日（水） 中央ふれあい館 10:00～11:30

１歳６カ月児健診
13日（金） 町民会館

（受付時間）
13:00～13:30

町内に住所を有するH27年３月１日～H27年
６月30日生まれの幼児。
対象者には個別通知を行います。転入などで通知が届
かない場合は子育て・健康推進課に問い合せください。

26日（木） くまの・みらい交流館

住 民 健 診 19日（木）
～20日（金） 町民会館

（受付時間）
※決定通知書で
お知らせしてい
る時間にご来場
ください。

申し込みをされた人には、健診日と受付時間を記
入した決定通知書と問診票を送付します（検診項
目により、用紙が異なります）。
内容をご確認のうえ、「各検診の注意事項」を必ず
お読みください。当日は、問診票に必要事項をご
記入のうえ、ご持参ください。
※健診料金は健診会場でお支払いいただきます。
健診料金をご持参ください。
※健診料金が無料になる証明書は健診会場で提
出していただきます。事前にご準備ください。（後
日の支払い・証明書などの提出はできません。）

の び の び
親 子 教 室 24日（火） 西部地域健康センター 10:30～11:30 生活リズムや食事についてのお話、試食などを行います。予約不要。今回のテーマは「だし」についてです。
マスカットキッズ
（多胎児教室）25日（水） 町民会館 10:00～11:30 ふたご・みつごの会です。皆さんでお話しましょう。

乳 児 健 診 ２月10日（金）東部地域健康センター （受付時間）
13:00～13:30

対象者には個人通知を行いますが、転入などで通知が届
かない場合は子育て・健康推進課に問い合せください。
町内に住所を有する乳児（H28年９月１日～H28年

10月31日生）


